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本 邦 首 カマ ガタ アプ ラ と 基 一 新種 
進士 縁 下 


NOTES ON THE JAPANESE YAMATOCALLIS WITH THE 
DESCRIPTION OF A NEW SPECIES. 


By O. SHINIT 


内 地産 の カマ ガタ アプ ラ に は クロ ベネ カマ ガタ アプ ラ と ビラ ヤマ カマ ガク タ ア 
プラ と の 二 種 あり 、 下 記 検 索 表 に 依り て 悦 別 し 得 ら る べし 。 
カマ ガタ アプ ラ 必 の 竹 の 検索 表 . 
1. 凌 は 殆 ん ど 金 西 に 互 り て 黒褐色 に 堆 み 、 有 交 胎 生肉 朗 の 第 3 鯛 角 節 に は 6 乃 球 7 個 の 
後生 感 曇 器 あ り 。 の クロ バネ カマ ガタ アブ ラ 
:. 麹 は 前 線 に 洛 ふ 部 分 と 歴 分 須 よ りゃ 前 方 の 部 分 の み 直 み 、 有 副 胎 生 雌 唆 の 和 集 3 鯛 角 館 
に は 10 個 以上 の 感 赴 器 を 有 す 。…………… oe セラ ヤマ カマ が ガタ アテ プラ 
1. ヒラ ヤマ カマ ガタ アプ ラ 
Yamatocallis hirayamae MATSUMURA - 


Famatocallis hirayamae MaTts., Jour. .Coll, Agri., Tohoku Imp. Univ. Vol. VII, 
pt. 6,p. 367, 1917. 

Drepanaphis tokyoensis TAEKAHASHI, Apbid. Formosa, pt 2, p. 66. 1923. 

Chaiéophoraphis aceriforis Sm, 動物 束 離 誌 第 35 伏 307 頁 , 1928: 


[ 有 交 胎 生 雌 暴 
喉 は 題 著 な る 毛 を 人 鉄線 色 惹 く は 牙 赤 黄色 な り 。 頭 部 は 分 薄 黒 く 、 題 次 な 
る 所 を 鉄 け り 。 額 癌 は 題 著 C し て 共に 肉 側 端 は 外側 へ 傾け 5 。 1 個 の 剛毛 を 生 
ぜ ぎり 5。 仙人 8 
複眼 は 赤色 乃至 濃 赤色 IC し て 同色 の 眼 癌 を 伴 ひ 単眼 8 個 の 周 線 は 赤色 乃至 濃 
赤色 な り 。 角 角 は 杉 よ り も 途 か KK 長く 細く し て 6 分 より 成 れ り 。 第 3 分 の 中 部 
と 第 4 人 魏 の 基部 より 末端 に 近 き 大 部 分 と は 淡 線 色 、 残 部 並 K 若 箇 は 黒色 に し て 、 
第 3 人 の 末端 より 第 6 節 の 末端 に 至る 部 域 は 覆 瓦 汰 を 星 せ り 。 第 1 侯 は 第 2 師 
の 約 2 位 大 、 第 ヌ 節 は 幅 ょ り も 夫 分 長 し 、 第 3 節 は 第 6 節 炊 で 長 片 な り 。 共 
基部 に し て 全長 の 約 5 分 の 1 営 る 部 域 に は 約 5 乃至 8 個 の 竿 園 形 感 邊 器 を 有 
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せり 。 第 4、 第 5 爾 普 は 殆 ん ど 等 長 。 第 6 魏 の 団 次 部 は 基 郭 の 約 2 倍 長 あり 。 
第 5 及び 第 6 雨 分 の 原生 感 鼻 回 は 準 園 然 な り 。 胸 部 は 前 胸 此 分 滋 黒 味 を 帯び 丈 
倫 の 胸部 は 薄 時 し 。 肢 脚 は 前 、 中 醒 腸 飯 休 部 と 腹 伺 の 末端 と 路 世 と 爪 と は 時 色 、 
残部 は 購 と 同色 た り 。 前 服 節 は 甘 し く 肥大 し て 他 の 2,8 億 の 幅 を 有 せ り 。 腹部 
は 背面 と 黒色 の 斑紋 を 鈴 け り 。 閉 は 概して 暗 褐 色 乃 至 清 黒く 亜 閑 販 の 終 同 と 皮 
分 脈 と 麹 班 と の 中 間 と 第 1 及び 第 2 妊 用 間 の 周 線 な る 小 域 と は 黒色 を 著 び た 
り 。 中 脈 の 第 1 枝 は 第 2 枝 の 中 國 よ り 生 ぜ り 。 後肢 の 肘 賑 は 極め て 半 基 ic 近く 
生 ぜ り 。 窒 槽 は へ の 宇 形 曲 り 基 部 は 末端 の 約 2 倍 大 膨れ た り 。 昆 片 は 閣 沢 
に し て 薄 黒 く 、 多 敷 の 所 を 生 ぜ り 。 慣 板 は 分 女 入 せり 。 
雄 E 
但 は 有 交 胎 生 雌 訪 K 似 た り 。 地 色 は 灯 下 色 な れ ど も 、 黒色 の 政 存 在 し て 生 
め K 背 郡 は 黒色 見 ゆ 。 多 敷 の 長毛 を 生 ぜ り 。 口 史 は 辛 じ て 後肢 の 基 各 癌 達 
し 、 概して 黒色 IC し て 若干 の 毛 を 生 ぜ り 。 複眼 は 最 色 に し て 同色 の 眼 閣 を 伴 へ ~ 
り 。 角 角 は 6 節 よ り 成 り て 客 節 は 長毛 を 生じ 、 全 長 C 旦 り 法 色 を 時 せり 。 第 1 
飾 は 第 2 飾 よ りゃ 大 IC、 第 8 節 は 最長 片 C し て 約 100 個 の 小園 感覚 器 を 具 へ た 
| り 。 第 4 第 5 の 両 飾 は 約 同 長 に し で 前 者 に は 50 乃至 60 個 、 後 者 に は 14 乃至 
18 個 の 感 算 器 を 具 へ た り 。 胸部 は 黒色 な り 。 炊 は 準 透明 Cc し て 、 次 賑 と 次 区 と 
は 暗 視 色 、 脈 相 は 胸 胎生 雌 叱 に 於 け る が 如 し 。 

肢 脚 は 多数 の 長毛 を 生じ 、 概して 黒色 な り 。 腹部 は 背面 に 黒色 の 更 紋 を 具 べ 
た り 。 蜜 模 は 準 裁断 形 に し て 網 央 を 呈し 、 黒 色 な り 。 尾 片 は 園 く 総 り 黒色 な り 。 
抱擁 器 は 角質 Ic し て 黒色 な り 。 

宿主 植物 イタ ヤ カ ヘ デ 、 カ ヘ デ 。 

分 布 盛岡 、 水 戸 、 弘 前 、 鹿 島 間 (宮城 散 )、 訪 島 、 東 京 。 

習性 春 夏 の 候 に は 其 の 数 少く 、 常葉 吾 に 寄生 し 、 大 型 な る 次 を 背 郡 kc 
折り 重ね て 懸 委 す 。 明 秋 の 候 C 及 べ ば 基 の 敷 途 次 培 加 し 葉柄 乃至 花 梗 等 に も 集 
中 する を 見 る 。 各 卵 は 芽 甘 と 枝 面 と の 接 久 財 に 産 せ ら る 。 

2 クロ バネ カマ ガタ アプ ブラ (新橋) 

Yamatocallis moriokae n. sp. 
有 次 胎生 典雅 
峠 は 長 析 園 形 /C し て 若干 の ろ 長き 毛 を 粗 生 し 、 地 色 は 終 色 若く は 幕 区 終 色 
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な り 。 頭 部 は 黒色 を 刺 び た り 。 前 額 疹 は 題 並 K し て 1 個 の 長毛 を 生 ぜ り 。 ロ 移 
は 中 肢 の 基 節 を 過ぎ て 伸び 、 未 端 は 黒色 を 著 び た れ 共 、 残 部 は 懇 と 同色 な り 。 格 
眼 は 題 著 C し て 赤色 乃至 借 赤色 な り 、 同 色 の 眼 癌 を 件 へ り 。 澤 眼 は 題 甘 な り 。 
角 角 は 調 よ り も 長く し て 細く 、6 信 より 成り て 第 3、 第 4 人 の 末端 部 と 、 第 5 
第 6 爾 普 の 部 と は : 狂 瓦 状 を 量 し 、 且つ 芝 等 の 部 分 と 第 8 節 の 基部 と は 黒色 、 
残部 は 咽 と 同色 な り 。 第 1 飾 は 第 2 魏 の 約 2 億 大 、 第 2 爺 は 長 、 幅 約 同 大 な り 。 
第 8 分 は 第 4 節 よ り も 長 し 。 基 部 は 後生 部 の 約 2 倍 大 区 肥厚 し 、 此 部 iC 約 5 個 
の 椿 周 汰 後生 感 息 器 を 具 へ た り 。 第 4 節 は 第 5 魏 と 約 同 長 、 第 6 節 の 綴 汰 部 は 
基部 の 約 2 分 の 1 長 あり 。 胸部 は 滝 黒く 、 内 部 の 筋肉 は 玩 型 色 な り 。 肢 脚 中 、 
前 肢 の 腸 節 は 膨大 し て 菅 汰 を 成 し 、 中 、 後 十 膝 盆 は 普通 な り 。 妥 節 と 礎 飾 の 末 
端 部 と 久 飼 と 爪 と は 黒く 残部 は 前 と 同色 な り 。 麹 は 殆 ん ど 休 部 に 下り て 黒褐色 
IC 鼓 みた を れ ども ゃ も 前線 と 肥 分 脈 ょ ic 圏 ま る トー 小 部 分 と 、 第 1、 第 2 了 将 有 賑 間 の 
後 線 の 小 部 分 と は 準 透 明 な .D。 
牧村 は 半 和 利 的 I し て 開 ロ 部 了 な 曲 れ り 。 未 玲 の み 黒色 。 尾 片 は 疹 湊 
I に し て 約 2 替 の 長毛 を 生じ 、 黒色 な り 。 慣 板 は 園 く 、 苦 王 の 毛 を 生 ぜ り 。 
雄 
。 語 は 長 卵 次 に し て 極め て 小 敷 の 短 毛 を 生じ 、 地 色 は 妹 色 、 黄色 、 赤 色 等 な り 。 
頭 部 は 雨 側線 と 正中 線 K 洛 ふ 小 城 が 黒く 、 他 は 攻 黒 し 。 前 額 瘍 は 題 甘 KC し て 義 
黒 し 。 複眼 は 題 養 し て 赤色 、 同 色 の 眠 癌 を 件 へ り 。 単眼 は 題 著 K し て 大 の 周 
線 は 黒色 な り 。 角 角 は 前 より も 長く 、6 分 より 成り 、 第 1、 第 2 の 雨 節 は 清 時 
く 、 残 部 は 黒色 な り 。 第 1 飯 は 第 2 仁 の 約 1 偽 征 大 、 第 2 魏 は 長 幅 約 同 大 な り 。 
RR 全長 IK 互 り て 多 第 の 長 檜 園 状 感 明 器 を 具 へ た 
り 。 第 4 飯 は 第 5 魏 よ り も 僅か に 長く し て 約 15 個 の 小園 感 邊 器 を 具 へ 、 第 5 仙 
は 第 6 分 の 基部 の 約 2 倍 大 K し て 後 御 部 に の み 約 18 個 の 格 園 基 感 導 級 を 具 へ 
た り 。 末端 な る 1 個 の 原生 感 算 器 は 賠 状 な り 。 第 6 節 の 基 部 は 皿 基 部 の 約 2 倍 
長 あ り 。 胸部 は 前 胸部 比較 的 大 iC し て 、 薄 黒く 、1 再 の 黒色 班 絞 を 具 へ た り 。 
中 、 後 の 十 胸 部 は 黒色 な り 。 頑 は 概して 準 箕 明 な れ ど も 前 線 区 深部 域 は 特に 
炊 班 脈 を 含み 中 脈 の 第 3 枝 IC 互 る 一 希 は 黒色 な D。 前 現 の 中 脈 は 8 枝 を 成 し 、 
第 8 枝 は 第 2 槻 の 約 中 昧 より 生 ぜ り 。 後 間 は 中 、 肘 の 丁 脈 あり 、 後 数 に も ま 
た 前 線 C 洛 ふ て 黒く 特 天 物 附近 於 て 然 り 。 肢 脚 は 妥 節 異 包 肥 厚 せ り 。 昭 
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節 と 爪 と 服 節 の 後生 部 と は 黒く 、 他 部 と 他 節 と は 淡 結 色 た . り 。 腹部 の 背面 に は 
各 環 節 の 中 央 i 横 走 黒色 整 を 有 し 、 且つ 側線 に は 大 形 の 黒色 区 紋 を 具 へ た り 。 
無 門 は 放 白 色 な り 。 密 横 は 準 徳利 形 に し て 中 央 膨大 し 、 先端 に 近 き 部 分 は 基部 
k 近 き 部 分 より も 細 ま れ り 。 全長 に 互 り て 黒色 乃至 油 黒 し 。 尾 片 は 痩 秩 に し て 
若干 の 長毛 を 生じ 、 黒色 を 品 せ り 。 尾 板 は 細 入 し て 若干 の 毛 を 生じ 、 黒 色 な り 。 
産卵 性 喉 田 
鼻 は 卵 湊 に し て 若干 の 題 状 な る 毛 を 生 ぜ り 。 区 棒 色 な り 。 頭 部 は 黒色 な ら ず 、 
極め て 薄く 黒色 を 星 す る 如く 思 蛋 せら る ょ 標本 も あり 。 複眼 は 題 壮 KC し て 赤色 
に し て 、 同 色 の 眼 癌 を 件 へ り 。 眼 癌 は 8 個 の 個 眼 が 集まれ る も の あり 。 日 葬 は 
| 学 じ て 中 肢 に 等 し 、 末 端 の み 黒 く 、 下 部 は 贈 と 同色 な り 。 箇 角 は 購 と 約 同 長 K し 
て 6 分 より 成り 、 第 1、 第 2 の 本 分 は 藻 黒 く 、 残 飾 は 眞木 渓 色 た り 。 第 1 節 は 
第 2 分 の 約 2 位 大 、 第 2 人 は 長 さ より も 幅 が 夫 分 大 な り 。 第 8 働 は 第 4 分 と 約 
同 長 、 第 4 節 は 第 3 舘 若く は 第 5 分 より も 短 し 、 第 6 節 の 基 部 は 幸 炊 部 の 約 2 
分 の 1 長 ヒ し て 、 統 次 部 と 第 5 節 と は 約 等 長 な り 。 胸部 は 玩 色 な ちず 前 胸 の 背 
板 の 中 孝 後 端 より は 1 封 の 角 状 括 起 懇 を 生じ 、 此 者 は 黒色 な り 。 肢 脚 は 服 分 著 
し く 膨 大 せり 。 腸 節 は 骨 と 同色 な り 。 脱 節 は 満 黒 く 、 吸 箇 と 爪 ゐ は 黒色 を 時 せ 
り 。 後 有 節 限り 基部 著しく 肥厚 し 、 此 部 小園 感 息 器 を 多数 に 具 へ た り 。 
腹部 は 黒色 の 斑紋 を 具 へ た り 。 室 槽 は 徳利 炎 し て 中 央 は 膨大 し 、 先端 部 に し 
て 全長 の 8 分 の 1 K 党 る 部 分 は 最小 な り 。 黒色 を 星 せ り 。 尾 片 は 間 其 に し て 数 
個 の 長岡 毛 を 生じ し 、 黒 色 た り 。 尾 板 は 磐 人 し て 若干 の 毛 を 生じ 、 黒色 な り 。 
宿主 植物 " カ ヘ デ 。 」 
分 布 岩手 駿 記 岡市 ( 因 c 本 種 は 大 正 十 四 年 十 月 盛岡 市 櫻木 小 殆 門前 
の 鉢植 カ へ デ k 多 般 層 生 せ し も 鯛 後 共 食 影 だ た も 見 る 事 な し う 。 


NII-Electronic Library Service 


